
催さ
加す

いっ
ーク
関を
庁内

ー」

WS-4

　
ア
サ
リ
は
生
ま
れ
て
か
ら
2
〜
3
週

間
は
「
浮
遊
幼
生
」
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
と
し
て
海
水
中
を
漂
っ
て
生

活
し
、
輸
送
さ
れ
て
た
ど
り
着
い
た
場

所
で
稚
貝
と
な
り
、
成
長
し
ま
す
。

　

　
ア
サ
リ
の
資
源
再
生
、
保
護
の
た
め

に
こ
う
し
た
浮
遊
幼
生
や
稚
貝
の
特
性

を
研
究
し
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、

ア
サ
リ
の
浮
遊
幼
生
を
見
分
け
る
技
術

を
開
発
し
、
移
動
経
路
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
干
潟
の
上
に
ア

サ
リ
を
ま
き
、
網
を
か
ぶ
せ
た
あ
と
に

網
の
縁
を
埋
め
、
稚
貝
が
流
出
し
て
魚

に
食
べ
ら
れ
る
の
を
防
い
だ
り
、
砂
利

と
カ
キ
殻
加
工
固
形
物
を
網
袋
に
入
れ
、

そ
の
中
に
入
っ
て
き
た
ア
サ
リ
を
育
て

る
技
術
を
開
発
し
ま
し
た
。
ま
た
、
カ

キ
い
か
だ
を
利
用
し
て
、
ア
サ
リ
を
吊

り
下
げ
た
養
殖
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ア
サ
リ
は
海
水
中
の
植
物
プ
ラ
ン
ク

ト
ン
を
こ
し
と
っ
て
え
さ
に
す
る
た
め
、

海
水
を
浄
化
し
ま
す
。
海
水
を
こ
す
能

力
は
非
常
に
高
く
、
東
京
湾
に
住
む
全

部
の
ア
サ
リ
で
、
東
京
湾
の
海
水
の
全

量
を
1
年
間
に
2
回
分
こ
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

「
こ
う
し
た
意
味
か
ら
も
、
ア
サ
リ
資

源
の
価
値
を
大
事
に
し
、
今
後
は
豊
か

な
里
海
を
作
り
、
ア
サ
リ
の
養
殖
を
進

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ア
サ
リ
生
産

回
復
の
鍵
は
地
元
産
の
ア
サ
リ
を
育
て

る
こ
と
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
養
殖
に

応
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
使
命

だ
と
思
い
ま
す
」（
日
向
野
さ
ん
）

減
っ
て
い
る
ア
サ
リ
を

守
り
、育
て
て
増
や
す

　
古
代
よ
り
ア
サ
リ
は
日
本
人
に
と
っ

て
な
じ
み
深
い
貝
で
す
が
、
最
近
で
は

漁
獲
量
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

特
に
瀬
戸
内
海
で
は
最
盛
期
の
1
0
0

分
の
１
以
下
と
い
う
危
機
的
状
況
で
す
。

 

「
瀬
戸
内
海
の
ア
サ
リ
が
減
少
し
た
の

は
、
過
度
に
海
を
き
れ
い
に
し
す
ぎ
た

こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
に
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
結
果
、
栄
養
塩
が
不
足
し
、

養
分
の
な
い
海
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。
豊
か
な
海
が
形
成
さ
れ
な
い
と

ア
サ
リ
は
育
ち
ま
せ
ん
」（
国
立
研
究

開
発
法
人
水
産
研
究
・
教
育
機
構
瀬

戸
内
海
区
水
産
研
究
所
業
務
推
進
部
長

日ひ

向が

野の

純じ
ゅ
ん

也や

さ
ん
）

　
こ
の
た
め
、
水
産
研
究
・
教
育
機
構

で
は
、
減
少
し
た
原
因
を
究
明
し
、
漁

業
者
や
地
域
住
民
と
連
携
し
て
回
復
を

目
指
し
た
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

「地元産アサリ」を育て、
アサリ資源復活

あふラボ

アサリは地域に
よっては資源が
激減している。

網をかけてアサリを守り育てる。

暮らしに役立つ最新の
研究成果を紹介します。

アサリは生食できる？
日本では昔から二枚貝を生で食べる
習慣がなく、アサリは生食されません
でしたが、カキのように滅菌装置が
あれば生で食べることは可能です。
ただしアサリの生食ではビタミン B₁を
壊すアノイリナーゼという酵素が働く
ので、栄養的には注意が必要です。

アサリの稚貝をまいた干潟に網をかける保護方法の比
較。網の縁を埋めると大量に生き残るが（左）、埋め
ないとほとんど全滅する（右）。

3㎜の網目の袋に砂利とカ
キ殻加工固形物を入れて
干潟に並べると、アサリの
浮遊幼生が中に入り込み、
網袋の中で安全に育つ。

イ
は

費者
実施。
産物・
ショッ

ex.html
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読者の皆さまから寄せられた
『aff（あふ）』5月号への
ご意見・ご感想を紹介します。

今後もよりよい広報誌とす
るため、読者アンケートにご
協力ください。農林水産省
のホームページ、広報誌aff
のサイトから回答できます。

広報誌aff（あふ）の感想を
お聞かせください

     フェイスブック https://www.facebook.com/maffjapan

     ツイッター https://twitter.com/MAFF_JAPAN

「食生活」は、高齢者と若者が陥り
やすい食生活の特徴が写真によく表
れていて、分かりやすかった。（60
代以上・男性）

おろそかな食生活では、高齢者だけ
ではなく、未来を担う子どもたちや若
者の将来が不安になります。食育
の大切さを痛感しました。（50代・
女性）

「お箸のはなし」はとても興味深かっ
た。特に箸の種類と使い分けにつ
いては初めて知ることも多く、ために
なった。（40代・女性）

トマトは大好物で、おやつ代わりにし
たりして、いろいろな種類を食べ比
べています。「今月の農林水産大臣
賞」を読んで、開発されている方の
努力を知ることができました。（60代
以上・女性）

読者の声

メールマガジンのご案内
大臣メッセージや施策の紹介、イベント情報などをお届けする
『農林水産省メールマガジン』を毎週月曜日に発行しておりま
す。ぜひご登録ください。無料です。
http://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/

フェイスブック・ツイッターのご案内

MAFF TOPICS

　中央省庁を見学できる「子ども霞が関見学デー」が7月27、28日に開催さ
れます。平成12年度から実施されているこのイベントは、子どもたちが参加す
ることで夏休みに広く社会を知る、体験活動の機会になっています。
　農林水産省ではさまざまな体験を通して親子で楽しく学べるプログラムがいっ
ぱい。大臣室・記者会見室の見学、日本の食や環境を考える教室、ワーク
ショップなどバラエティ豊かです。当日は子どもたちの興味に合わせて霞が関を
自由に歩ける「霞が関子ども旅券」（パスポート）が配布され、各府省庁内
のプログラムに参加できます。

夏休み恒例「子ども霞が関見学デー」

NEWS-5

地域産品の魅力を見直す
「みんなではぐくむ♪にっぽんの食」 NEWS-4

　農林水産省は、国産農林水産物・
食品への理解増進事業「みんなではぐ
くむ♪にっぽんの食」を全国11カ所で
実施します。これは地域産品のブラン
ド化を推進するとともに、生産者と食
品関連事業者、消費者の結び付きを
強化し、地域食品への消費者の理解
や信頼を高めることが狙いです。生産
者が将来に希望をもって経営できるよ
う、国産の農林水産物、食品の需要
拡大を図ります。
　東北、関東、東海、中国・四国など、
各地域の食材の魅力を伝えるこの取り
組みは、平成28年6～ 10月に行われ
ます。
　詳しくは公式WEBページをご覧ください。

だ
と
思
い
ま
す
」（
日
向
野
さ
ん
）

日
習
で
あ
た
壊
の

アサ
較。
ない

3㎜
キ殻
干潟
浮遊
網袋

あふラボ NEWS

平成27年度の様子。上／「おうちでプチ
農業体験 !～牛乳パックで育ててみよう」
下／「しょうゆもの知り博士の出前授業」

〈お詫びと訂正〉
本誌5月号特集1「食生活」P.9の図表中、
一般世帯と貧困世帯の子どもの食生活を比較
した数値は、一般世帯を1とした時の割合（オッ
ズ）比を示しており、「1.6倍」、「2.0倍」、「2.7
倍」とあるのは、それぞれ「1.6」、「2.0」、「2.7」
の誤りでした。
また、本誌6月号特集1「大豆」P.6の凡例「大
豆の生産費」、「枝豆の生産費」とあるのは、
それぞれ「大豆の生産量」、「枝豆の生産量」
の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

日時：7月27日（水）、28日（木）10時～ 16時
受付場所：農林水産省本館正面玄関、
　　　　　本館南玄関、北別館玄関
　　　　　（受付時間は10時～15時45分）
＊事前予約が必要なイベントや当日受付登録をするイ
ベントもありますので、イベント一覧等、詳しいことは
下記 WEBページでご確認ください。

「平成28年度子ども霞が関見学デー」

生産者や食品関連事業者とともに消費者
も地域産品を盛り上げるイベントを実施。
全国11カ所の開催地で地域農林水産物・
食品の展示、試食会や食育のワークショッ
プなどを行う。

http://www.min-hagu.jp

http://www.maff.go.jp/j/kids/experience/k_d/index.html
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